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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声信号をバイノーラル化する方法であって、前記方法は、左および右の各々に関して
下記を備える、
　それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、ぞれぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答（ＢＲＩＲ）フィルタを前記音声信号の複数のチャンネルに適用するこ
とであって、ここにおいて、前記複数のチャンネル中のチャンネルは、複数のサブグルー
プにグループ化され、サブグループの数は、チャンネルの数よりも少なく、前記それぞれ
の複数のＢＲＩＲフィルタを適用することは、
　　　前記複数のサブグループの各それぞれのサブグループに関して、
　　　　　それぞれの複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成すること、ここに
おいて、前記それぞれのサブグループに関して前記複数の適応的に重み付けられたチャン
ネルを生成することは、前記それぞれのサブグループの各それぞれのチャンネルに関して
、前記それぞれのチャンネルのサンプルに適応的に決定された重みを適用することによっ
て、それぞれの適応的に重み付けられたチャンネルを生成することを備える、と、
　　　　　結合された信号を生成するために、前記それぞれの複数の適応的に重み付けら
れたチャンネルを結合することと、
　　　　　前記それぞれのサブグループに関するフィルタリングされた信号を生成するた
めに、前記結合された信号に反射フィルタを適用することと、
　を備える、ことと、
　ＨＲＴＦフィルタリングされた信号を生成するために、前記複数のチャンネルに頭部伝
達関数（ＨＲＴＦ）を適用することと、
　前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、前記サブグループに関する前
記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタリングされた信号とを結合すること
。
【請求項２】
　左および右の各々に関して、前記それぞれの複数のＢＲＩＲフィルタを適用することが
、
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　前記複数のチャンネル中の前記チャンネルのサンプルに、追加の適応的に決定された重
みを適用することによって、追加の複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成する
ことと、
　追加の結合された信号を生成するために、前記追加の複数の適応的に重み付けられたチ
ャンネルを結合することと、
　前記追加の結合された信号にそれぞれの残響フィルタを適用すること、ここにおいて、
前記サブグループに関する前記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタリング
された信号とを結合することは、前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために
、前記サブグループに関する前記フィルタリングされた信号と、前記ＨＲＴＦフィルタリ
ングされた信号と、前記追加の結合された信号とを結合することを備える、と、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記方法は、左および右の各々に関して、前記残響フィルタを取得することをさらに備
え、ここにおいて、前記それぞれの残響フィルタを取得することは、
　前記それぞれの残響フィルタを生成するために、前記それぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答フィルタを正規化することなく、前記それぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答フィルタの各々の応答の末尾に対応する残響フィルタの平均を計算する
こと、
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法が、左および右の各々に関して、前記それぞれの残響フィルタを取得すること
をさらに備え、ここにおいて、前記それぞれの残響フィルタを取得することが、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタの各々に関するそれぞ
れの周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算することと、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタに関する前記それぞれ
の周波数依存性両耳間コヒーレンス値の平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算す
ることと、
　前記平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を使用して前記それぞれの残響フィルタを
合成することと、
　を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記音声信号の前記複数のチャンネルが、それぞれ、球面調和係数を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記反射フィルタが第１の反射フィルタであり、前記複数のサブグループの各それぞれ
のサブグループの各それぞれのチャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルの前記サ
ンプルに適用された前記それぞれの適応的に決定された重みが、第２のエネルギー値で割
った第１のエネルギー値の平方根に等しく、前記第１のエネルギー値が第２の反射フィル
タのエネルギーを示し、前記第２のエネルギー値が、前記第１の反射フィルタのエネルギ
ーを示す、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　１つまたは複数のプロセッサを備えるデバイスであって、前記１つまたは複数のプロセ
ッサは、左および右の各々に関して、
　それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、ぞれぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答（ＢＲＩＲ）フィルタを音声信号の複数のチャンネルに適用し、ここに
おいて、前記複数のチャンネル中のチャンネルは、複数のサブグループにグループ化され
、サブグループの数は、チャンネルの数よりも少なく、ここにおいて、前記１つまたは複
数のプロセッサは、前記それぞれの複数のＢＲＩＲフィルタを適用するために、前記１つ
または複数のプロセッサが、
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　　　前記複数のサブグループの各それぞれのサブグループに関して、
　　　　　それぞれの複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成し、ここにおいて
、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記それぞれのサブグループに関して前記複数の
適応的に重み付けられたチャンネルを生成することの一部として、前記１つまたは複数の
プロセッサが、前記それぞれのサブグループの各それぞれのチャンネルに関して、前記そ
れぞれのチャンネルのサンプルに適応的に決定された重みを適用することによって、それ
ぞれの適応的に重み付けられたチャンネルを生成するように構成され、
　　　　　結合された信号を生成するために、前記それぞれの複数の適応的に重み付けら
れたチャンネルを結合し、
　　　　　前記それぞれのサブグループに関するフィルタリングされた信号を生成するた
めに、前記結合された信号に反射フィルタを適用する、
　ように構成され、
　ＨＲＴＦフィルタリングされた信号を生成するために、前記複数のチャンネルに頭部伝
達関数（ＨＲＴＦ）を適用し、
　前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、前記サブグループに関する前
記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタリングされた信号とを結合する、
　ように構成される、デバイス。
【請求項８】
　左および右の各々に関して、前記１つまたは複数のプロセッサは、前記それぞれの複数
のＢＲＩＲフィルタを適用することの一部として、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記複数のチャンネル中の前記チャンネルのサンプルに、追加の適応的に決定された重
みを適用することによって、追加の複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成し、
　追加の結合された信号を生成するために、前記追加の複数の適応的に重み付けられたチ
ャンネルを結合し、
　前記追加の結合された信号にそれぞれの残響フィルタを適用し、ここにおいて、前記１
つまたは複数のプロセッサは、前記サブグループに関する前記フィルタリングされた信号
と前記ＨＲＴＦフィルタリングされた信号とを結合することの一部として、前記１つまた
は複数のプロセッサが、前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、前記サ
ブグループに関する前記フィルタリングされた信号と、前記ＨＲＴＦフィルタリングされ
た信号と、前記追加の結合された信号とを結合するように構成される、
　ように構成される、請求項７に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、左および右の各々に関して、前記それぞれの残響
フィルタを取得するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセ
ッサは、前記それぞれの残響フィルタを取得することの一部として、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　前記それぞれの残響フィルタを生成するために、前記それぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答フィルタを正規化することなく、前記それぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答フィルタの各々の応答の末尾に対応する残響フィルタの平均を計算する
、
　ように構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、左および右の各々に関して、前記それぞれの残響
フィルタを取得するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセ
ッサは、前記それぞれの残響フィルタを取得することの一部として、前記１つまたは複数
のプロセッサが、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタの各々に関するそれぞ
れの周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算し、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタに関する前記それぞれ
の周波数依存性両耳間コヒーレンス値の平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算し
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、
　前記平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を使用して前記それぞれの残響フィルタを
合成する、
　ように構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記音声信号の前記複数のチャンネルが、それぞれ、球面調和係数を備える、請求項７
に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記反射フィルタが第１の反射フィルタであり、前記複数のサブグループの各それぞれ
のサブグループの各それぞれのチャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルの前記サ
ンプルに適用された前記それぞれの適応的に決定された重みが、第２のエネルギー値で割
った第１のエネルギー値の平方根に等しく、前記第１のエネルギー値が第２の反射フィル
タのエネルギーを示し、前記第２のエネルギー値が、前記第１の反射フィルタのエネルギ
ーを示す、
　請求項７に記載のデバイス。
【請求項１３】
　装置であって、
　ビットストリームから音声信号の複数のチャンネルを抽出するための手段と、
　左および右の各々に関して、
　それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、ぞれぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答（ＢＲＩＲ）フィルタを前記音声信号の前記複数のチャンネルに適用す
るための手段であって、ここにおいて、前記複数のチャンネル中のチャンネルは、複数の
サブグループにグループ化され、サブグループの数は、チャンネルの数よりも少なく、前
記それぞれの複数のＢＲＩＲフィルタを適用するための前記手段は、
　　　前記複数のサブグループの各それぞれのサブグループに関して、
　　　　　それぞれの複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成するための手段、
ここにおいて、前記それぞれのサブグループに関して前記複数の適応的に重み付けられた
チャンネルを生成するための前記手段は、前記それぞれのサブグループの各それぞれのチ
ャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルのサンプルに適応的に決定された重みを適
用することによって、それぞれの適応的に重み付けられたチャンネルを生成するための手
段を備える、と、
　　　　　結合された信号を生成するために、前記それぞれの複数の適応的に重み付けら
れたチャンネルを結合するための手段と、
　　　　　前記それぞれのサブグループに関するフィルタリングされた信号を生成するた
めに、前記結合された信号に反射フィルタを適用するための手段と、
　を備える、手段と、
　ＨＲＴＦフィルタリングされた信号を生成するために、前記複数のチャンネルに頭部伝
達関数（ＨＲＴＦ）を適用するための手段と、
　前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、前記サブグループに関する前
記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタリングされた信号とを結合するため
の手段と、
　を備える、装置。
【請求項１４】
　左および右の各々に関して、前記それぞれの複数のＢＲＩＲフィルタを適用するための
前記手段が、
　前記複数のチャンネル中の前記チャンネルのサンプルに、追加の適応的に決定された重
みを適用することによって、追加の複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成する
ための手段と、
　追加の結合された信号を生成するために、前記追加の複数の適応的に重み付けられたチ
ャンネルを結合するための手段と、
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　前記追加の結合された信号にそれぞれの残響フィルタを適用するための手段、ここにお
いて、前記サブグループに関する前記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタ
リングされた信号とを結合するための前記手段は、前記それぞれのバイノーラル音声信号
を生成するために、前記サブグループに関する前記フィルタリングされた信号と、前記Ｈ
ＲＴＦフィルタリングされた信号と、前記追加の結合された信号とを結合するための手段
を備える、と、
　を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記装置は、左および右の各々に関して、前記それぞれの残響フィルタを取得するため
の手段をさらに備え、ここにおいて、前記それぞれの残響フィルタを取得するための前記
手段は、
　前記それぞれの残響フィルタを生成するために、前記バイノーラル室内インパルス応答
フィルタを正規化することなく、前記バイノーラル室内インパルス応答フィルタの各々の
応答の末尾に対応する残響フィルタの平均を計算するための手段、
　を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置が、左および右の各々に関して、前記それぞれの残響フィルタを取得するため
の手段をさらに備え、ここにおいて、前記それぞれの残響フィルタを取得するための前記
手段が、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタの各々に関するそれぞ
れの周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算するための手段と、
　前記それぞれの複数のバイノーラル室内インパルス応答フィルタに関する前記それぞれ
の周波数依存性両耳間コヒーレンス値の平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を計算す
るための手段と、
　前記平均周波数依存性両耳間コヒーレンス値を使用して前記それぞれの残響フィルタを
合成するための手段と、
　を備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記反射フィルタが第１の反射フィルタであり、前記複数のサブグループの各それぞれ
のサブグループの各それぞれのチャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルの前記サ
ンプルに適用された前記それぞれの適応的に決定された重みが、第２のエネルギー値で割
った第１のエネルギー値の平方根に等しく、前記第１のエネルギー値が第２の反射フィル
タのエネルギーを示し、前記第２のエネルギー値が、前記第１の反射フィルタのエネルギ
ーを示す、
　請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　実行されると、１つまたは複数のプロセッサに、
　左および右の各々に関して、
　それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、ぞれぞれの複数のバイノーラル室
内インパルス応答（ＢＲＩＲ）フィルタを音声信号の複数のチャンネルに適用すること、
　を行わせる命令をその上に記憶した、非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　ここにおいて、前記複数のチャンネル中のチャンネルは、複数のサブグループにグルー
プ化され、サブグループの数は、チャンネルの数よりも少なく、前記１つまたは複数のプ
ロセッサに前記それぞれの複数のＢＲＩＲフィルタを適用することを行わせることの一部
として、前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　　　前記複数のサブグループの各それぞれのサブグループに関して、
　　　　　それぞれの複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成することを行わせ
、ここにおいて、前記１つまたは複数のプロセッサに前記それぞれのサブグループに関し
て前記それぞれの複数の適応的に重み付けられたチャンネルを生成することを行わせるこ
との一部として、前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、前記それぞれのサブ
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グループの各それぞれのチャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルのサンプルに適
応的に決定された重みを適用することによって、それぞれの適応的に重み付けられたチャ
ンネルを生成することを行わせる、
　　　　　結合された信号を生成するために、前記それぞれの複数の適応的に重み付けら
れたチャンネルを結合することを行わせ、
　　　　　前記それぞれのサブグループに関するフィルタリングされた信号を生成するた
めに、前記結合された信号に反射フィルタを適用することを行わせ、
　前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　ＨＲＴＦフィルタリングされた信号を生成するために、前記複数のチャンネルに頭部伝
達関数（ＨＲＴＦ）を適用することと、
　前記それぞれのバイノーラル音声信号を生成するために、前記サブグループに関する前
記フィルタリングされた信号と前記ＨＲＴＦフィルタリングされた信号とを結合すること
と、
　を行わせる、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　前記反射フィルタが第１の反射フィルタであり、前記複数のサブグループの各それぞれ
のサブグループの各それぞれのチャンネルに関して、前記それぞれのチャンネルの前記サ
ンプルに適用された前記それぞれの適応的に決定された重みが、第２のエネルギー値で割
った第１のエネルギー値の平方根に等しく、前記第１のエネルギー値が第２の反射フィル
タのエネルギーを示し、前記第２のエネルギー値が、前記第１の反射フィルタのエネルギ
ーを示す、
　請求項１８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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